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要 旨

目 的：尿蛋白定性反応陽性の糖尿病症例を対象として 潜血反応陽性例と陰性例でその腎障害の違いについて

比較検討した。

対象・方法： 年 年間に東北大学病院糖尿病代謝科外来を受診した全症例のうち尿蛋白定性反応陽性の随時

尿 例を対象とした。これらの対象を尿蛋白定性反応と潜血反応により Ⅰ群：蛋白 ＋で潜血陰性 Ⅱ群：

尿蛋白 ＋で潜血 ＋～ ＋ Ⅲ群：尿蛋白 ＋～ ＋で潜血陰性 Ⅳ群：尿蛋白 ＋～ ＋で潜血 ＋～ ＋ 以上

の 群に分類した。

結果・考察：尿蛋白 ＋のⅠ群とⅡ群 および尿蛋白 ＋～ ＋のⅢ群とⅣ群の比較で 潜血反応陽性のⅡ群 Ⅳ

群において腎機能の指標である尿素窒素 クレアチニンが有意に高値 アルブミンが有意に低値であった。ま

た 高感度 および白血球数がⅡ群 Ⅳ群で有意に高値を示した。潜血反応が陽性を示す症例数の比率は尿

蛋白 ＋群では であったが 尿蛋白 ＋～ ＋群では と 倍を示した。

まとめ：尿蛋白定性反応の結果が同程度でも 潜血反応が陽性群と陰性群とでは腎機能に関連する臨床検査成績

に差を認め 陽性群では腎障害が進展している可能性が示唆された。
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背景と目的

血糖値が高い状態が続くことにより 糖尿病に特有の三

大合併症すなわち腎症 網膜症 神経障害といった細小血

管症を合併しやすくなる。腎症の発症と進展には糸球体内

高血圧とそれに伴う糸球体濾過の亢進 糖化蛋白やソルビ

トールの蓄積によるメサンギウム細胞の機能障害などが関

与することが知られており 組織学的に特異的な糖尿

病性糸球体硬化症あるいは非特異的な動脈 細動脈硬化症

や腎盂腎炎などの病変を呈しながら 臨床的には蛋白尿

浮腫 高血圧 腎機能低下などの症状が進展していく。こ

れらは一般的には糖尿病発症から 年位経過した頃から

出現するとされている 。糖尿病性腎症の多くは顕性蛋

白尿に先行して尿中アルブミン排泄率が増加し その時点

で早期腎症と診断される。しかし 糖尿病患者において微

量アルブミン尿 蛋白尿 腎機能障害などを認めた場合に

は それが糖尿病性腎症によるものか あるいは慢性糸球

体腎炎などの糖尿病性腎症以外の腎障害かについて鑑別す

る必要があり 罹病期間 網膜症の有無 先行する高血圧

の有無 蛋白尿既往の有無などがその参考となる 。ま

た 血尿の有無も鑑別のうえで大きなポイントとなる。

らは 糖尿病性腎症では顕微鏡的血尿を呈する例は

少なく 血尿が認められた場合には糖尿病以外の腎疾患の

合併が疑われると報告している 。しかし 実際に臨床の

現場で多数の糖尿病患者の検尿を実施すると 尿蛋白定

性 潜血反応がともに陽性を示す症例が少なからず認めら

れる。今回はこの点に注目し 尿蛋白定性反応が陽性を示

す糖尿病症例を対象として 潜血反応陽性例と陰性例で

腎障害に関わる臨床検査成績および炎症反応の程度につい

て比較検討を行った。

対象と方法

年 年間に東北大学病院糖尿病代謝科を受診した

糖尿病症例で尿蛋白定性反応が陽性であった症例のうち

明らかな原発性腎疾患の合併例 血管炎・慢性関節リウマ

チや膠原病などによる二次性糸球体障害および尿中白血球

陽性例(尿路感染症が存在すると考えられるもの)を除いた

例の随時尿を対象とした。なお 複数回の検査を実施

した症例については初回値のみを検討の対象とした。これ

らを尿蛋白定性反応と潜血反応から Ⅰ群：尿蛋白 ＋で

潜血陰性 Ⅱ群：尿蛋白 ＋で潜血 ＋～ ＋ Ⅲ群：尿蛋

白 ＋～ ＋で潜血陰性 Ⅳ群：尿蛋白 ＋～ ＋で潜血

＋～ ＋の 群に分類した。なお 尿蛋白定性反応 ＋は

～ / ＋は ～ / ＋は /

以上を判定値としている。

尿定性検査はユリフレット (アークレイ)試験紙を使用

し (アークレイ)で測定した。

次に これらの対象のうち血清尿素窒素( ) クレア

チニン( ) アルブミン( ) 高感度 ( - )

白血球数( ) 血糖( ) ヘモグロビン ( )

および尿中アルブミン濃度( - )が同時に測定されたも

のを抽出して その結果について各群間での比較検討を試

みた。血液検査と尿中蛋白定量は 型自動分析装置

(東芝) 血液中の白血球数は

( )を使用して測定した。なお

は酵素法(ピュアオート ：第一化学) は酵

素法(ピュアオート - ：第一化学) は 改

良法(セロテック - ：セロテック) - はラテッ

クス法( -ラテックス(Ⅱ)：デンカ生検) はグル

コキナーゼ法(デタミナー Ⅱ：協和メデックス)

は 法( ： ) -

は免疫比濁法( ：カイノス) - は

酵素法(ピュアオート - ：第一化学)を用いて測定

した。

尿および血液試料は匿名化して個人情報保護に配慮し

た。各パラメータは平均値±標準偏差で表示した。統計学

的処理は - - -

で行い 危険率 以下を有意とした。

結 果

尿定性検査を行った 例を今回の基準で分類すると

Ⅰ群 例 Ⅱ群 例 Ⅲ群 例 Ⅳ群 例であっ

大久典子 他 名

：
Ⅱ Ⅰ Ⅳ Ⅲ

：

； ： -

：



た。Ⅰ～Ⅳ群の各測定データの平均値±標準偏差および有

意差を に示した。各群とも必ずしも全例には検査を

実施していないことから 各検査項目の上段にそれぞれの

検査総数を記入した。尿蛋白 ＋で潜血反応陰性のⅠ群と

潜血 ＋～ ＋のⅡ群とを比較すると Ⅱ群では腎機能の

指標である が有意に高値であり が有意に

低値であった( )。また 炎症反応の指標である -

がⅡ群で有意に高値であった( )。

- には 群間に差は認められなかった( )。尿蛋

白 ＋～ ＋で潜血反応陰性のⅢ群と潜血 ＋～ ＋のⅣ群

との比較では Ⅳ群で - は有意

に高値 は有意に低値であった( )。

- には 群間に差は認められなかった( )。

潜血反応が陽性を示す症例数の比率は尿蛋白 ＋群では

であったが 尿蛋白 ＋～ ＋群ではそのほぼ 倍の

であった。また Ⅲ群とⅣ群のなかで尿蛋白 ＋の

占める割合はⅢ群で Ⅳ群ではその約 倍の

であった。

考 察

ら は / 以上の蛋白尿を呈するインシュリ

糖尿病患者における尿潜血反応陽性の意義

Group  unit  Age

(years)

UN

(mg/dl)

Cre

(mg/dl)

Alb

(mg/dl)

h-CRP

(mg/dl)

WBC

(10/μl)

Glu

(mg/dl)

HbA

(%)

u-Alb

(mg/gcre)

Ⅰ
u-P(1＋)

OB(－)

Number
 

Mean
 

SD

258

59.4

17.1

258

14.9

4

258

0.85

0.27

74

4.23

0.38

18

0.06

0.03

142

6.12

1.35

258

158.4

56.6

258

7.4

1.35

48

85.9

91.2

Ⅱ
u-P(1＋)

OB(1＋～3＋)

Number
 

Mean
 

SD

95

61.8

17.4

95

21.5

12.9

95

1.33

1.25

48

4.01

0.47

9

0.20

1.69

66

6.80

2.06

95

150.5

54.6

95

7.15

1.53

7

207.2

134.5

Ⅲ
u-P(2＋～3＋)

OB(－)

Number
 

Mean
 

SD

89

59.3

16.2

89

17.4

7.4

89

1.02

0.48

51

4.16

0.39

10

0.07

0.05

63

6.30

1.19

89

156.1

59.2

89

7.2

1.39

12

914.5

664.9

Ⅳ
u-P(2＋～3＋)

OB(1＋～3＋)

Number
 

Mean
 

SD

100

59.3

16.1

100

28.8

17.9

100

2.03

1.72

98

3.61

0.49

15

0.29

0.41

78

7.20

2.28

100

167.6

89.9

100

7.17

1.41

15

1828.6

2598.2

u-P：urinary protein, OB：occult blood, UN：urea nitrogen, Cre：creatinine, Alb：albumin, h-CRP：highly sensitive C reactive
 

protein,WBC：white blood cell,HbA ：hemoglobin A ,u-Alb：urinary albumin

：p＜0.05Ⅰ vsⅡ ：p＜0.05Ⅲ vsⅣ

-

(：p＜0.05)



ン非依存型糖尿病患者を対象とした検討で 糖尿病による

腎症では / 以上の高度蛋白尿があり その一方で

顕微鏡的血尿を呈する例が少ないという特徴を報告してい

る。また この報告のなかで 発病年齢 罹病期間 腎障

害の程度 網膜症および神経障害の合併症の有無では糖尿

病性腎症と糖尿病以外の原因による腎障害とを鑑別するこ

とができなかったと述べている。これに対し ら

は 例の糖尿病患者を対象とする検討で ～

/ の蛋白尿では に / 以上の蛋白

尿では に血尿を認めたと報告している。また 彼ら

は糸球体性血尿と血清クレアチニン値との間に相関関係を

認めている。

今回のわれわれの検討では 潜血反応が陽性を示した例

は尿蛋白 ＋群では であったのに対し 尿蛋白 ＋

～ ＋群では 倍の であった。蛋白排泄量の増加に

伴い潜血反応陽性症例が増えるという結果であり

らの報告と一致した。また 尿蛋白が ＋以上のⅢ群とⅣ

群との比較で 尿蛋白 ＋の占める割合がⅢ群で

Ⅳ群ではその 倍の であったことも 蛋白の排泄量

と潜血反応との関連性を示唆している。

今回の研究では腎の組織学的検討を行っていないため

潜血反応陽性の原因が直接的に糖尿病性腎症の進展を示す

ものなのか あるいは何らかの原発性糸球体疾患の合併を

示すものなのか その鑑別はできていない。しかし今回の

結果から 原因の如何を問わず糖尿病患者においては 尿

蛋白定性の結果が同じでも 潜血反応陽性群は陰性群に比

較して が高値 が低値であることが統計学

的に示された。このことは 糖尿病患者において尿潜血反

CRP：C reactive protein,WBC：white blood cell（ ：p＜0.05)

HbA ：hemoglobin A
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応そのものが腎障害の進展を示唆するものと捉えられ 簡

便なルーチン検査として注目に値すると思われた。また

今回の検討では尿中白血球が認められた例を除外している

にも関わらず 炎症反応の指標である - が

尿蛋白定性反応の重症度に関わらず潜血反応陽性群で有意

に高値であった。 - の測定は動脈硬化症による虚血

性心疾患の発症予測に有用であることが臨床研究の結果か

ら明らかになっている 。今回の尿潜血反応と - と

の関連が糖尿病の非特異的な合併症である動脈硬化症とど

のように関わっているのか その詳細はまだ不明である

が 今後この点を踏まえた更なる検討が必要と思われる。

結 語

糖尿病外来を受診した糖尿病患者の随時尿を対象とし

て 尿蛋白定性反応と潜血反応の結果と臨床検査成績の比

較を試みた。その結果 尿蛋白定性反応の程度が同じで

も 潜血反応が陽性群と陰性群とでは腎機能に関連する臨

床検査成績に差を認め 潜血反応陽性群では腎障害が進展

している可能性が示唆された。
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